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宮古空港と中心市街地を結ぶ乗合タクシー

「宮古島くるりんバス運行開始」

運 行 期 間 　 O p e r a t i o n  P e r i o d

  2018 年４月２日（月）〜９月２８日（金）

 〜 運 賃 一 律 ５ ０ ０ 円！ 路 線 バ ス の よ う な 運 行 サ ー ビ ス 〜

　２０１８年４月２日より、乗合タクシー「宮古島くるりんバス」の運行を再開致しました。

本運行は、宮古島へのクルーズ船の寄港数増加などによる観光客の急増に伴い、タクシー等の

二次交通が不足している課題を解消するために実施しています。

宮古空港と中心市街地を結ぶ

乗合タクシー

■事業内容

■運賃
　運賃は、どこから乗車しても一律５００円（高校生までの学生や運転免許返納者、障がい者は

３００円。学生証、運転経歴証明書、障がい者手帳の提示が必要です。）　　　　　　　　　　　

　下りる際に運転手に支払います。（現金のみ）

　■　お問合せ：まるちくタクシー・かりゆしタクシー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 72-2005

【時刻表】

　運行ルートは、豊作まわり ( 宮古空港→狩俣砕石所前→県合同庁舎前→サンエー前→市役所前

→公設市場前→平良港→実業高校前→イオンタウン南店前→宮古空港 ) と大漁まわり ( 平良港→

公設市場前→市役所前→サンエー前→県合同庁舎前→狩俣砕石所前→宮古空港→イオンタウン

南店前→実業高校前→平良港 ) の巡回コース。

　それぞれ宮古空港と平良港を発着しており、ルート上であれば手を挙げて運転手に合図して

いただくことで、どこでも乗車が可能です。

■運行ルート

5月１日と２日を休むと９連休！！
「 仕 事 休 も っ 化 計 画 」

チームのサポートがあれば、仕事も休日も、もっと輝く。年次有給休暇とは？

　労働基準法で定められた労働者に与えられた権利です。労働基準法において、労働者は、

「６カ月間継続して雇われていること」、「全労働日の８割以上を出勤していること」

を満たしていれば、勤続年数や週所定労働日数等に応じた年次有給休暇が付与され、申し出ることに

より取得することができます。

　 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 率 は？

　沖縄県内の年次有給休暇の取得率は５８．７％（全国は４９．４％（平成 29 年調査））と５割を上

回りました。また、    政労使トップの合意による数値目標「平成３２年までに年次有給休暇取得率

７０％」に向けて段階的な取得向上に向けた環境づくりに取り組みましょう。

　年次有給休暇の取得が低調な理由として、「みんなに迷惑がかかると感じる」、「後で多忙になる」、

「職場の雰囲気で取得しづらい」などが全体の３分の２を占めています。 

年 次 有 給 休 暇 取 得 に 向 け た 職 場 づ く り を！

　年次有給休暇を取得することは、心身の疲労回復などのために必要です。さらに、年次有給休暇を

取得しやすい環境は、仕事に対する意識やモチベーションを高め、仕事の生産性を向上させ、企業イメー

ジの向上や優秀な人材の確保につながるなど、企業、労働者双方にメリットがあります。

　労働者が年次有給休暇の取得にためらいを感じないよう、労使双方で年次有給休暇の取得状況の確

認や、取得率向上に向けた具体的な話し合いの機会をつくり、年次有給休暇を取得しやすい環境づく

りに取り組みましょう。　　　　　　■お問合せ：沖縄労働局　雇用環境・均等室☎ 098-868-4380

「宮古島市園芸施設補助金事業」のお知らせ

ぜひ島内を移動する際に、

宮古島くるりんバスをご利用下さい！

■お問合せ：農政課　園芸振興係　☎ 76-6840

平成 30 年度

H ３０「おきなわ県民カレッジ宮古地区広域学習サービス講座」開催のお知らせ

■テーマ：第 1 回「宮古の墓制について」

■講　師：宮古島教育委員会　久貝　弥嗣　氏
■日　時：平成 30 年 5 月 26 日 ( 土 )13：30 〜 17：00

■場　所：宮古合同庁舎 5F 研修室 ( 現場視察として歴史的墓を 3 〜 4 か所回ります )

■対象者：小学校高学年、中学生、高校生、成人の方 ( 定員 25 名 )　

■内　容：古代の風葬墓、中国人が作ったとの伝説がある巨石墓、昔の首長の墓などの歴史的変遷と

　　　　　構造、及び築造技術について学習。その後、実際に墓を訪ね、現場で解説します。　　　

■内　容：参加費２００円　　　　　　　　■お問合せ：沖縄県教育庁宮古教育事務所　☎ 72-3222

 

▲

対 象 者  ：①宮古島市に在住し、農業を営む者又は営もうとする者

　　　　 　　②施設設置が 9 〜 10 月末で完了できる者

　　　　 　　③本市の公的義務の納付を果たす者（土地改良区負担金 ( 水使用料等 ) を含む）

 
▲

対象施設：22mm・25mm パイプハウス ( 野菜・果樹用 )、トンネルハウス、防風垣

　※ 新規で施設を設置する場合は、5a 以上 10a 未満、規模拡大については、2.5a 以上 5a 未満

 

▲

受付期間：平成 30 年 5 月７日 ( 月 ) 〜 5 月 18 日（金 )　　　

 

▲

補助金額：予算の範囲内で、申し込み件数によって補助金額が決まります。( 補助率は 50％以内 )    

 

▲

申請方法：申請書 ( 上野庁舎　農政課窓口で配布 ) に必要事項を記入し提出してください。  

　農政課では、園芸施設 ( ビニールハウス等 ) を設置するに当たり、施設園芸の振興及び農家所得向上

に期することを目的に、補助金の交付を行っています。


